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はじめに
　ばれいしょ生産において、収穫時に取り
こぼした小粒の塊茎が圃場に残り雑草化す
る「野良いも」の多発が問題となっている。
　野良いもは雑草として後作物の生育を阻
害するほか、防除が困難な病虫害の発生源
や次年度以降の異品種の混入の要因となる
ため除草が不可欠となる。
　北海道は、ばれいしょの生産量が全国の
約８割を占め、またその中でも十勝地方は
我が国最大のばれいしょの生産地帯であ
り、その生産量は全国の３割以上、北海道
の４割以上を占める。大規模土地利用型の
畑作農業を展開している十勝地方では、近
年、初冬に積雪の堆積時期が早まることか
ら、土壌が寒気にさらされにくくなってい
るため土壌凍結が浅くなり、収穫後に畑に
残った越冬してが生き残り易くなってい
る。大規模畑作地帯の十勝地方では、機械
収穫時に土と一緒にこぼれ落ちる小粒塊茎
や掘り残した塊茎が１ha当たり数万～数
十万個程度、畑に取り残される。雑草化し
た野良いもの発生は多いところで１ha当
たり２万株以上になる。野良いもの萌芽の
時期は取りこぼした塊茎の深さにより時間
差を生じるため、除草剤散布による防除作
業は効果的でなく、人手による抜き取り作

業を強いられている。この作業量は１人当
たり１haで30～70時間程度かかることと
なり、夏の暑い時期に長時間にわたる人手
による重労働が必要となる。元々、機械化
による農業の効率化、省力化を図ってきた
十勝地方にとって、新たに生じたこの野良
いも防除の作業は大きな負担となってい
る。
　この問題に対して、私たちは、十勝地方
をはじめとする北海道の気候条件を活用し
て、秋から冬にかけての農閑期に行う作業
機械を用いた圃場管理による野良いも防除
の研究に取り組み、一定の成果を得たので
報告する。

１ ．生産者が取り組みだした野良いも防除
法の死角

　同地方の生産者の中には、冬の間に機械
を用いて断熱作用のある雪を取り除く除雪
（雪割り）や圧雪によって土壌凍結を促進
させ、野良いもの発生を抑制している例が
見られる。ただ、防除効果を高めようとす
るあまり、土壌凍結を深くしすぎて春の作
業に支障をきたしてしまう、逆に、タイミ
ングなどについて経験を頼りにしているた
めに防除効果が不十分になったりするなど
の問題が生じていた。これらは野良いも防
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除の死角であり、私たちは、この問題の解
決のため、科学的知見に基づいて取り組ん
だ。
　まず、畑における低温条件下での野良い
もの生存条件を調べところ、地中の残存い
もは、埋設位置の地温が日平均値で－３℃
を下回ると生存できないことが明らかに
なった。したがって、冬季に氷点下以下の
条件にある北海道では、地中にあるいもの
ある位置で－３℃以下の条件にすることで
凍結腐敗を実現できると判断した。一般に
冬の畑の地温は、積雪がない条件では、土
壌が寒気に直接さらされるために、地温は
下がりやすくなる。一方、積雪があると、
雪は断熱作用があるため畑の地温は下がり
にくくなる。この時期の地温は地表面に近
いほど低く、深層ほど高くなる。したがっ
て、取りこぼした塊茎を凍結腐敗させるた
めには、１）取り残した塊茎を地温の低い
地表付近に上げる、２）雪を除去する等し
て、取りこぼした塊茎を凍らせて腐敗させ
ることが重要であると考えた。以下では、
この条件を実現させるために必要な野良い
も防除の考え方の前提や秋から冬にかけて
の圃場管理の方法について詳しく述べる。

２． 野良いも防除の考え方の前提として塊
茎を深く埋め込まない工夫が必要

　北海道十勝地方では作物の収穫後には耕
起を行って冬を迎えることが多いが、ばれ
いしょ栽培跡地をボトムプラウで土壌の反
転をすると、取りこぼした塊茎は深い位置
に埋め込まれてしまう。その結果、取りこ
ぼした塊茎付近の地温が生存に適した温度
で経過することになり、野良いも発生リス
クを高めることになる（図１）。土壌凍結
深が防除可能な深さにならないことから、
凍結処理の効果を上げるためには、塊茎を
地表近くに留める必要がある。これらのこ
とを踏まえ、野良いも防除の考え方の前提
として、取りこぼした塊茎を地表面の近く
に留め、－３℃以下の温度にさらす工夫が
ポイントとなる。
　例えば、ボトムプラウで土壌を反転して
塊茎を深さ20cmに潜らせてしまった場合、
深さ20cmの日平均地温を－３℃以下に下
げるためには、土壌凍結深は40cm以上必
要となると考えられる。このような場合に
は排水が遅れるため春の植え付け作業等に
影響が及ぶ可能性がある（図２）。

図１　土中の残存いも例と耕起法や除雪・圧雪作業と野良いもの関係
　農研機構北農研、2013：寒地における野良イモ発生を防止するためのほ場管理技術ver 1
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３．野良いもを防除する圃場管理技術
⑴　 野良いも防除を達成するための土壌凍
結深

　十勝地方における、ばれいしょ収穫後の
畑での調査から残存いもの大部分が深さ
15cmまでに分布していた。したがって、
畑の野良いもを効果的に防除するために
は、深さ15cmの日平均地温を－３℃以下
にすることが条件となる。そして、この条
件に適合するときの土壌凍結深は、除雪（雪
割り）の時には30cmと判断される。以下
には、深さ15cmの日平均地温が－３℃に
するための方法として除雪（雪割り）によ
る方法を解説する。次に土壌を凍らせる別
の方法として圧雪（雪踏み）を、さらに、
除雪や圧雪が困難な場合に取り得る方法に
ついて解説する。

⑵　除雪（雪割りによる方法）
　生産者はトラクターにスノープラウを取
り付けるなどして、機械作業により雪を一

定間隔で割り広げ、地表面を縞状に露出さ
せる除雪（雪割り）と呼ばれる現実的な方
法を考え出した（図３）。この原理は、寒
気にさらされる土壌露出の部分は凍結が進
む。雪山の部分の土壌は凍らないので、雪
割り部の土壌凍結が進行した後に、山の部
分の雪を割り広げて、雪山と谷を交代させ
ることで畑全面の土壌を凍結させることが
できる。１haの畑を対象に雪割りを実施
する場合、所要時間は１回30分以内、前・
後期２回で合計１時間程度である。これは
夏の野良いも掘りに要する時間の実に数十
分の１の時間となる。しかも、作業が冬の
農閑期に実施できる。広い畑の雪を持ち出
さずにすむため、除雪した雪の置き場を新
たに確保する必要もない優れた方法であ
る。

図２　土壌凍結深の違いが春先の土壌水分に与える影響
農研機構北農研、2013：寒地における野良イモ発生を防止するためのほ場管理技術ver 1
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⑶ 　土壌凍結深制御手法の開発と農業気象
情報システムの構築と運用への道筋
　除雪（雪割り）を実施するタイミングや
土壌を露出する期間について、作業者の勘
と経験に委ねて、雪割りを実施しても凍結
不足となる場合や、逆に凍結過剰で春先の
農作業にも支障を来すこともある。そこで、
私たちは、科学的知見に基づき、気温と積
雪深から地温や土壌凍結深推定できるモデ
ルを活用して、野良いも防除に適切な土壌
凍結深に制御できる土壌凍結深制御手法を
開発した。この土壌凍結深制御手法とは、
雪が優れた断熱材であることに着目したも
ので、雪割り作業の時期と除雪による土壌
露出期間を気象データからの計算に基づい
て、積雪を操作することで、凍結深を効率
的に促進させたり、凍結が過剰に深くなる
のを抑制したりすることも可能とした制御
技術である。これにより、雪割り作業者の

勘と経験により不安定であった技術が、雪
割り作業必要性の判断、実施のタイミング
や期間を判定できる技術となった。過度な
土壌凍結による春先の排水不良による農作
業への悪影響の懸念を抑える観点も併せる
と、最適な土壌凍結深は30～40cmである。
凍結過剰の対策としては、後期雪割りの最
適土壌凍結深の達成後に降雪がしばらく期
待できないときは、後期除雪期間終了後の
割り戻しによる雪を用いた地表面の再被覆
があげられる。現在、土壌凍結深制御手法
は農家自身が適切な雪割りを実施するため
の意志決定支援ができる農業気象情報シス
テムの構築へと発展し、十勝地方では土壌
凍結と野良いも防除に関する情報は十勝農
協連の運営する「営農Webてん蔵」を通
して、十勝の農協24団体と農家で利用され
ることになった（図４）。また、オホーツ
ク地方向けにも北海道農業研究センターに

図３　雪割り作業概念図（左　矢崎友嗣　原図一部改訂）
 雪割り実施風景（右上）と雪割り実施後の圃場（右下）　（撮影　鈴木剛）
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よる情報システムが運用されはじめた。

⑷　土壌凍結深制御手法の適用条件
　この土壌凍結深制御手法による雪割りが
無理なく適用可能な気候帯は、12月～翌年
２月の平均気温が－５℃以下の地域であ
る。変動する年々の気象条件において雪割
りの効果を安定的に高めるために、雪割り
実施晩限を設定した（図５）。この雪割り
実施晩限は遅くともこの時期までに除雪を
終えていないと高い防除効果が期待できな
い月日を意味し、これを後期雪割り晩限と
名付けた。例えば、30年に１度の頻度で出
現する暖冬年の気象に対応可能な後期雪割
り晩限は、十勝地方の平野部では１月下旬
～２月上旬となる。また、オホーツク地方
も海岸部を除くと、内陸部を中心に十勝地
方と同様な雪割り実施が可能であると判断
できた。十勝地方やオホーツク地方以外で
も12－２月の気温が－5℃以下の地域は北

海道では海岸沿いや道南地方、石狩、後志
地方の一部を除くと広く分布する。しかし、
日本海側の空知、上川地方のような多雪地

図４　営農Webてん蔵による土壌凍結深・野良イモ防除予測例（十勝農協連提供）
（十勝地方の農協および農協加入農家への限定情報）

図５　30年に一度の暖冬年に対応した
後期雪割り実施晩限

アメダスの気象データからの推定（矢崎友嗣原図）
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帯では頻繁な降雪と積雪深の増加、水分が
多く重い雪を除雪するための労力など検討
する必要がある。

⑸　上記以外の圃場管理技術
　土を凍らせて野良いも防除のための手段
として、雪割り以外に、ケンブリッジロー
ラやタイヤで作成されたローラなど引っ張
ることで積雪層を圧縮させる圧雪処理があ
る（図６）。積雪層を圧縮させることで、
雪の熱伝導率を高め土壌の凍結を促進する
方法である。土壌凍結を活用して地中の残
存いもを死滅させるという点で雪割りと同
様の効果を目的として行うものである。こ
の方法も十勝地方や網走地方の一部の生産
者によって取り組まれている。圧雪による
野良いも処理は、積雪深が浅く生産者が実
施し易い初冬を対象時期として考えられ、
また、畑全面を1度に処理対象とするため

に処理スケジュールが単純化し易いメリッ
トが考えられる。一方で、基本的には凍結
促進のみを目的として実施しており、雪の
再集積過程を欠くため、凍結深の制御が容
易ではない。また、土壌が圧雪部を通して
冷却されるため、暖冬年や多雪条件では雪
割りよりも効果を発揮しにくいことも予想
される。土壌凍結深推定に関して、圧雪後
の雪の熱伝導率同定や、以降の降雪に伴う
積雪深の変化を加味した土壌凍結深推定の
ためにさらなる研究蓄積が必要である。
　土壌凍結深制御による野良いも防除を無
理なく適用できる地域は現在のところ前述
したように十勝、オホーツク地方と考えら
れる。これ以外の地域で野良いも発生のリ
スクを低減させるためには、冬季に地温が
低い表面にいもを上げる方法実施すること
が効果的である。その方法として考案され
たのが初冬にディスクハロー処理を行う方
法である。初冬に入り、最低気温が－５℃
以下の時に４回程度、ディスクハローをか
けると、取りこぼした塊茎が地表付近に上
げられ、寒気に晒されることで塊茎の生存
率は75-90%まで低下する（図７）。しかし、
積雪深が深くなるとディスクの刃が届かな
くなるため、積雪深30cm以下での実施が
推奨される。これら以外にも、ストーンク
ラッシャーなどを用いて、秋の間に塊茎を
あらかじめ傷つけて腐りやすくさせる塊茎
損傷処理も野良いも発生を低減させること
に有効である。さらに、雪割りや圧雪と取
りこぼした塊茎を地表付近に上げる、また
は、塊茎を傷つける方法を組み合わせて野
良いも防除率をできる限り高める方法もあ
る。図６　圧雪（雪踏み）処理による方法

農研機構北農研、2013：寒地における野良イモ発生を
防止するためのほ場管理技術ver 1
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まとめ
⑴ 　野良いも防除の考え方の前提として、
取りこぼした塊茎を地表面の近くに留
め、－３℃以下の温度にさらす工夫がポ
イントとなる。
⑵ 　除雪（雪割り）により、土を凍らせて
野良いも防除をする場合は、土壌凍結深
30cm以上にすることで野良いも防除率
は95％以上が見込める。除雪（雪割り）
に必要な気候条件は12－２月の平均気温
が－５℃以下である。さらに冬季の降雪
回数が比較的少ない寡雪条件での適用が
望ましい。北海道では十勝、オホーツク
地方（一部沿岸部は除く）が、適地とな
る。除雪（雪割り）を行う場合の最適な
土壌凍結深は30～40cmである。
⑶ 　圧雪（雪踏み）によって土壌凍結深を
促進する方法は、初冬において積雪深が
浅い時期に実施すると効果的である。
⑷ 　上記の土壌凍結深の30cm以上が困難

な地域では、初冬にディスクハロー等を
用いることにより取りこぼした塊茎を地
表付近で寒気に晒したり、ストーンク
ラッシャーなどで塊茎を傷つける方法を
用いて野良いも防除率をできる限り高め
る。なお、ディスクハローによる野良い
も防除は最低気温が-5℃以下の時に４回
程度作業を行い、また積雪深が深くなる
とディスクの刃が届かなくなるため、積
雪深30cm以下での実施が推奨される。
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図７　初冬におけるディスクハローの処理と効果
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